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SUMMARY 

The aim of this paper is re-construct a fire field near epicenter of Hiroshima A-bomb in 

6 August 1945. For this purpose, we used the official records in Hiroshima Genbaku 

Sensaishi (Hiroshima A-bomb Damages) and plotted spot (town)-specific fire status on 

a map in order to visualize easily. Our visualized map showed that fires in 21 spots 

started just after dropping A-bomb and the fire spread with the passsge of time. Finally, 

the fire started in most of the spots of the area within a radius of 2 km of the hypocenter 

by approximately 15:00. The fire in ten spots was not putout during August 6. The area 

was on the east side of the Hiroshima city. 
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はじめに

原爆投下から 65年が経過した。これまでに原爆被爆被害にかかわる研究は精

力的に行われてきた~しかしながら、原爆被害の全貌が明らかになったわけで

はない。現在もなお、多くの課題を抱えたままである。その一つが、原子爆弾

被爆未指定地域における放射性降下物(フォールアウト)による被爆問題、い

わゆる「黒い雨」の問題である。この問題に対するこれまでの経緯については

後述するが、「黒い雨Jの降雨地域分布については、未指定地域住民を中心に降

雨地域の見直しの要求が度々あり、社会的関心度も低くはない。本稿の目的は、

その「黒い雨」の降雨地域特定に必要な条件のーっとされる原爆投下後の延焼

状況の再検討である。具体的には、爆心地からほぼ 2km以内における広島市内

の延焼状況を時系列的に視覚化する。原爆投下後の二次火災にともなる上昇気

流や火事嵐は、放射性降下物の分布に影響を及ぼしているからである(広島市

健康福祉局原爆被害対策部 2010・3)。本稿で用いる資料は、『広島原爆被災

誌(第二巻U (1971年) (以下、『原爆戦災誌』と略称)である。本研究は、現

在、広島市及び関係の研究者によって行われている「黒い雨」降雨地域の解明

に寄与することを通し、原爆被害の一端を明らかにするものである。

本稿の目的は、原爆投下後の広島における延焼状況の視覚化である。この試

みは、本稿が初めてのものであるが、松尾・谷 (2007)の研究については、本

稿に宜接関係する研究として若干触れておく。松尾・谷は 1985年に日本被団協

が実施した「原爆被害者調査」中の原爆被爆体験記、いわゆる被爆証言をデー

タとして用い、広島原爆被爆者が一次避難場所に至るまでの避難実態の再構成

を試みた。その結果、広島の川と橋が初期の一次避難場所として極めて重要で

あったことを明らかにした。松尾・谷輪文では、原爆投下後の火災を原爆被爆

者の避難を論じる際の特性として位置づけ、『原爆戦災誌』に配載された出火時

刻を調べ、それを地図上にプロットした。被爆直後の火災は、被爆者の避難経

路選択を大きく左右したと考えたからである.松尾・谷論文は、一時避難場所

に至るまでの避難の実態の再構成が目的であり、その主旨は具なるが、火災に

注目したという点において特記すべきであろう。
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原子爆弾被爆未指定地域検討の経緯

本論に入る前に、「黒い雨」降雨分布に関して、従来どのような調査研究が行

われ、どのような結果が示しされたのか、ここであらためて確認しておきたい。

これは、本研究の意義・位置づけの理解にも資するであろう。以下、広島市健

康福祉局原爆被害対策部 (2010: 182)と黒い雨に関する専門家会編(1991・1-2)

を引用し、その概略をまとめることとしたい。

( 1 )広島管区気象台は、原爆投下直後の 1945年 8月から 12月にかけて、住

民への聞き取り調査を実施した。その結果は、字国道隆気象技師らにより、 1953

年日本学術会議『原子爆弾災害調査報告書』で報告された。それによると、広

島原爆による腺雨は、特に局部的に激烈顕著でかつ比較的広範囲で、長径 19回、

短径 11回の楕円形ないし長卵形の区域に相当激しい 1時間ないしそれ以上も継

続せる膿雨を示し、少しでも雨の降った区域は長径 29km、短径 15キロに及ぶ

長卵形をなしている(宇田・菅原 1953 : 105) と報告された。この雨域は後に

「宇田雨域」と呼ばれることになる。

(2) 1973年広島県・広島市は、「黒い雨降雨地域健状況調」を実施した。字国

雨域に関係する地域住民を対象に降雨状況、健康状況の調査を行った。その結

果、病弱者及び病気の者の頻度が4割いたことを明らかにした九

(3 )当時の厚生省は、上記の調査結呆を踏まえ、 1976年 9月に宇田らによる

大雨地域を健康診断特例地域に指定した。その結果、当時、その区域にあった

者は、被爆者と同様の健康診断が受けられる特例措置が講じられることとなっ

た。一方、この健康診断特例区域から漏れた地域住民からは不満の芦があがっ

た。

(4) 1976年・ 1978年、当時の厚生省は、爆心地から半径 30回範囲の 107地

点で土壌中の残留放射能(セシウム 137)調査を実施した。その結果、広島原爆
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由来と恩われる明らかな放射能は認められなかったと報告すると共に、黒い雨

降雨地域と他地域との聞で有意差は認められなかったと結論づけた九

(5) 1987年5月、元気象研究所の増田義信氏が「黒い雨は、北約 40皿、東西

約 25固で、従来言われていた地域より広い範囲に降ったoJと日本気象学会で

発表した。その後、同氏は、地域住民への聞き取り調査・アンケート調査を実

施し、「黒い雨」降雨地域は北西約布団、東西約 36固にも及び、従来言われて

いた地域の約4倍に拡がっていると指摘した(増田 1989)。これがいわゆる「増

田雨域」である。

(6 )これを契機に地域住民の闘心は高まり、関係諸団体からも被爆地拡大の

声が挙がった。こうした意向を踏まえ、広島県・市は 1988年 B月、「黒い雨に

関する専門家会議Iを設置した。同専門家会議は、 1976年・ 1978年に実施され

た残留放射能調査の再検討、気象シミュレーション計算法による放射性降下物

の推定、さらには体細胞突然変異・染色体具常による放射線被曝の人体影響に

ついて調査検討を行った。その結果、「黒い雨降雨地域における残留放射能の現

時点における残存と放射線によると恩われる人体影響の存在を認めることはで

きなかった。」と結論づけた七

(7)広島市は、 2001年から 2004年にかけて、市民約 l万人を対象に、「黒い

雨」を含む原爆体験、心的影響、健康状態などについて、アンケート調査を実

施した。その結果、「黒い雨I体験が心身への影響を与えていることを示唆した

(広島市原子爆弾被爆実態調査研究会 2∞4)。

(8)広島市は、 2008年から 2010年にかけて、「第二次原子爆弾被爆実態調査

研究」と銘打ち、「原爆体験者等健康意識調査」と「放射性降下物の実態解明に

関する検討j を実施した。前者では、広島県の協力を得て、約 37000人を対象

としたアンケート調査と 900人への面談調査を実施した。その結果、未指定地

域住民の「黒い雨」体験者は、心身健康面が被爆者に匹敵するほど不良である
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ことが明らかになった。同時に、「黒い雨」地域は、宇田雨域より広く、場所に

よっては増田雨域の外縁部に近似する可能性が示唆された(広島市却10)。後

者においては、終戦直後に建てられた古民家床下の土壌調査を行い、健康診断

特例区域外において、広島原爆由来と考えられる放射性物質セシウム 137を初

めて検出した。そのデータを基に当時の外部被曝線量の見積等を行っている。

また、 1991年の「黒い雨に関する専門家会議」で実施された気象シミュレーシ

ョンの課題と再検討の可能性についても提言された(広島“黒い雨"放射能研

究会初10)。

(9) 2010年 10月、広島市は「原爆による放射性降下物の実態検証会議Iを設

置し、「黒い雨」降雨状況の再検討を行っている九本稿は、この再検討のための

一環である。

資料と分析方法

本稿で用いた資料は『広島原爆戦災誌第二巻』である。『広島原爆戦災誌』

は全五巻からなり、昭和 1971年(昭和46年)に発行されている。第二巻では、

広島市全域を 36地区に分け、被爆直前直後の状況を町別での情報を基本にまと

めている。なお、その内容は、広島市が委嘱した地区委員 82名が調査し、提出

した「広島原爆戦災誌資料表(地区用)Jを主体とし、被爆者の体験記・証言、

その他関係文献に基づいているt本資料は広島市の延焼状況を詳細に検討した

唯一の公式記録である。因みに、様々な原爆関連の文献で用いられる爆心地か

らほぼ2回以内が全壊全焼した地図は『原爆戦災誌』の付録資料である。

分析方法であるが、まずは『原爆戦災誌』に記載されている火災状況・延焼

状況に関する情報を表 1の通りまとめ、巻末に示した。参考までに末尾に『原

爆戦災誌』中の該当ベージを一部掲載した。表 1には、地区名、(旧)町名、座

標、最初の発火時刻、延焼状況、火災終息時刻などの情報をまとめた。但し、

いずれかの情報が欠落するものも少なくない。特に、火災終息時間に闘しては、

未記載あるいは不明のものが多い。そこで、火災発生時刻と鎮火時刻の双方が

判明している 66町のデータを対象とし、延焼時聞の分布について解析を行った。
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その結果、延焼時間の分布は中央値が 8時間 12分の対数正規分布に近い形状を

していることが分かつた。そのヒストグラムを図 lに示す。なお、本稿では鎮

火時刻が不明な町での延焼時聞を中央値である 8時間 12分とし、それらの町に

おける火災終息時刻を火災発生時刻から 8時間 12分後の時点、に設定した。また、

座標に関しては、 2011年 1月現在の代表的建物(学校、寺社など)の緯度経度

を用いた。

倒
壊
友
田
特

図1 延焼時間に閲するヒストグラム
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結果と若干の考察

原爆投下後の火災であるが、熱線による一次的(直接)発火および爆風によ

る建物の破壊にともなう二次的(間接)発火から生じた。広島では、爆発後 30

分頃から大火となって火事嵐がふきはじめ、その風速は 2~3 時間後には 18m!s

に達し、午前 11時~午後 3時には、市の中心部から北半分で局所的に激しい旋

風がおこった。午後 5時頃になってようやく軽風に落ちた。この火事嵐のため、

爆心地から半径約 2kmの円内では、燃えうるものはすべて燃え尽くした(広島

市・長崎市原爆災害誌編集委員会編 1979 : 25) とある。
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図 2は、表 lの各町名の発火時刻及び終息時刻を時系列的に視覚化したもの

である。最初の図は、町名を判読しやすいように拡大したものである。以下、

延焼状況を時系列的に示した。濃い三角が延焼中であることを示し、薄い三角

が鎮火済みであることを示している。また、図 3は、表 lの延焼状況中に記さ

れている風向について、矢印で示したものである。詳細な時刻は不明なため、

便宜的に、午前 10時における延焼状況図に書き入れた。

図2 延焼状況の視覚化
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図2の結果として、第一に、原爆投下直後、 21町で直ちに発火していること

が確認できる。爆心地から近距離の場合は、熱線による発火が考えられるが、

江波などの地域では、爆風による二次的発火とも考えられる。何れにせよ、そ

の後、火災は広がり、午後 3時頃にはほぼ市内全域が延焼していることが認め

られる。この時刻を境に、徐々に鎮火する地域が増え、火災が終息に向かって

いく様子も確認できる。図 3では、風向きが爆心地の西方地点を中心とした反

時計回りであることが確認できる。この風向きは、延焼状況にも少なからず影

響を与えたものと考えられるが、図 2にそれを示す明らかな特徴は認められな

い。また、千田三丁目・三丁目あるいは中島地区のように、 8月 6日中に鎮火し
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なかった町も確認できる。それらの大半は爆心地から東側に点在していた。

図3 延焼中の風向
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結びに代えて

却10年 7月、広島県知事・広島市長・廿日市市長・安芸高田市長・府中町長

らは、連名で「原子爆弾被爆地域の拡大に関する要望書」を厚生労働省に提出

した7。その主旨は、 ~r黒い雨」降雨地域は、いわゆる「宇田雨域」よりも広く、

未指定地域での I黒い雨」体験者は、心身健康面が被爆者に匹敵するほど不良

である。それ故に、 2008年度(平成 20年度)実施の調査で判明した「黒い雨」

降雨地域全域を第一種健康診断特例区域に指定すること』であった。原爆被爆

者の平均年齢は却10年 3月時点で 76歳を超えている。未指定地域住民にもか

なりの高齢化が進んでいることは疑いようもない。本稿で提示した延焼状況の

視覚化が、原爆研究の深化に寄与することを願うと共に、これら未指定地域住
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民の福利厚生に少なからず寄与することを願うものである。
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注

1 原爆被爆研究の概要については、例えば、川野 (2010)を事照。

z詳しくは、昭和 50年6月に広島県知事・広島市長より提出された「原子爆弾被爆地域の

指定に関する陳情書」およびその付属資料を参照。

3詳しくは、(財)日本公衆衛生協会『広島，長崎の残留放射極調査報告書』の昭和 51年度

版と昭和四年度版を事照。

4 詳しくは、黒い雨に関する専門家会議(1991年)を番照。

宣活動内容の詳細については、出向p:l/city.y皿 b相羽 田回 出 (2011年 1月 13日アクセス)

を参照のこと。

6詳しくは『原爆戦災誌Jr例言」を参照。

7広島市健康福祉局原爆対策部 (2010: 183)を書照。
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